
巻頭言

　大雪山系にて初雪の便りも届き、朝夕一段と寒くなり北海道ではゴルフシ
ーズンも終盤を迎える時節となりました。
　去る10月 5 日、札幌パークホテルにてプラスチックフィルム関連産業の
3 つの団体による合同研修会を開催しました。我々、北海道グラビア印刷
協同組合が主導並びにホストを務め、日本ポリオレフィンフィルム工業組合
［北海道地域会 大野寿之会長（極東高分子㈱社長）］と北海道ラミネート製
品懇話会［妹尾龍昭会長（協和商事㈱社長）］の各団体並びに賛助会員にな
っていただいておりますサプライヤーの各社様の方々が一堂に会して総勢
76名での開催となりました。
　研修会前に北海道グラビア印刷協組の定例会を開催した後、14時30分よ
り18時までの長丁場研修会を 2部構成にての開催です。
　その第 1部は全国グラビア協同組合連合会より田口 薫会長にご足労をい
ただき、『限界に達した軟包装業界～改善の方法は～』という演題にて講演
をいただきました。田口会長の講演の後、袖山髙明専務理事からもグラビア
の組合活動についてご説明をいただき、活動の意義とその価値を参加者へ向
けて発信されておりました。
　第 2 部は三菱ケミカル㈱フィルムズ本部グループ長の牧野達也様、澤田
行宏様にご依頼を申し上げ、同サーキュラエコノミーグループマネジャーの
丈野純嗣様、同グループ長の上野響子様に『三菱ケミカルが考えるサーキュ
ラエコノミー～地球に優しい食品包装とは～』と題してご講演をいただきま
した。
　昨今の我々における環境はCovid-19や原油高に起因する原材料価格高騰、
ロシアによるウクライナ侵攻の影響によるエネルギーや穀物等の世界的供給
不安、為替の円安による輸入品価格高騰等々、業界にとっては楽観視できな
い状況が続いております。こんな時こそ‼未来志向的に今何を考え、何が必
要なのか？近未来の北海道の諸問題と解決策を共有し、その中での環境スペ
ックの向上等、SDGsの理解を深める機会が必要との思いから、開催する運
びとなりました。
　近未来の経営環境は様々な要件を満たしていかなくては社会と協調して進
むことは出来ないと思います。その中でしっかりと利益を生み出し、雇用を

豊かで幸福に満ち溢れる
理想を目指すには

北海道グラビア印刷協同組合
理事長  若狭博徳
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守り、地球環境へ貢献しながら、食のインフラともいえるこの包装業界の社
会的ポジショニングが向上することを切に願う所であります。
　18時より懇親会が行われました。極東高分子㈱の大野社長にご挨拶いた
だいた後、田口会長より乾杯のご発声をいただきました。各テーブルにおい
ての席順は混合に致しました。普段は中々接点の無い方々が研修を終えての
懇親の場という事もあり、和気藹

あいあい

々とした時間が流れていきました。
　この流れでの中締めは勿論の事、袖山専務理事にお願いを致しました。こ
こで熱い胸の内を語っていただき、一次の懇親会は終焉を迎えました。
　続きまして同ホテル内ラウンジにて二次会が開催されました。ここでは東
洋インキ北海道㈱の輪島耕介社長のご発声によりスタートし、より和やかな
空気の中、親睦を深められておりました。
　今度の合同研修会は北海道内のフィルム関連企業の情報交換や親睦を深め
る良い機会でもありました。広大なる大地の北海道ですが、この先の人口減
少が著しいと予想される北海道のマーケットスケールは、今以上に小さく非
効率という特性が更に浮き彫りになってくるでしょう。今後の繁栄はその規
模を追求する事ではなく、収益力の向上が他県以上に求められていると感じ
ております。
　各企業の社員一人一人がこれまで以上に物質的にもメンタルの上でも、よ
り豊かで幸福に満ち溢れる理想を目指していくためにも、考え方の改革を必
要としているのではないかと考えます。そうした中での今度の研修会は意義
があったのではないかと思っております。
　最後に当日は組合員企業並びに賛助会員企業の多数の皆様にご協力、お手
伝いをいただきました。この場をお借りして御礼を申し上げます。

田口 薫全グラ会長 袖山髙明全グラ専務理事

研修会に先立ち開催された北海道グラビア印刷協組の定例会の様子
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全グラ・関グラ協組 合同理事会

GP マーク表示、 
ユーザー業界でもメリット認識
国分グループ本社、ホテルショコラはプレスリリースを

1．�「2022年9月印刷の月」記念式典での日印産連
表彰

　合同理事会終了後の午後4時よ

り、ホテルニューオータニ東京で

開催される、（一社）日本印刷産業

連合会主催の「2022年 9 月印刷

の月」記念式典にて表彰される、

「印刷功労賞」の関東プラスチック印刷協組所属の

小金澤和夫相談役理事（東和グラビヤ印刷㈱取締

役会長）、「印刷振興賞」の東洋FPP㈱川口製造所

の松崎徳治所長付の紹介が袖山髙明専務理事より

あり、引き続き、第20回印刷産業環境優良工場表

彰について、第10回から印刷産業環境優良工場表

彰を担当している橋本 章理事よ

り、今回、JFPI奨励賞の一般部門

で表彰を受けることとなった、埼

玉県グラビア協組副理事長の、㈱

ダイトーの市村清一代表取締役社

長に、「おめでとうございます」と

の祝福の言葉が伝えられた。返礼

として、市村理事からは、「10月

5日が創立記念で、ちょうど60周

年を迎えた。節目の年に栄えある

賞をいただき、社員ともども喜んでおります。良

い品質の軟包材を通じて社会に貢献できるよう取

り組んでまいりますので、今後とも宜しくお願い

　全国グラビア協同組合連合会と関東グラビア協同組合は、2022年 9 月14日（水）正午よ
り、ホテルニューオータニ東京「ザ・メイン」16階の「LAPIS（ラピス）1」において合同理事
会を開催した。当日の出席者は、全グラから田口 薫会長（関東グラビア協組、大日本パッ
クェージ㈱）、安永研二副理事長（同、東包印刷㈱）、竹下晋司副理事長（関西グラビア協組、
㈱ダイコー）、石井 純副理事長（関東プラスチック印刷協組、㈱多漣堂）、杉山真一郎副理
事長（東海グラビア印刷協組、富士特殊紙業㈱）、母里圭太郎副理事長（九州グラビア協組、
㈱平野屋物産）、若狭博徳副理事長（北海道グラビア印刷協組、㈱北海サンコー）、山下雅稔
理事（関東グラビア協組、㈱巧芸社）、吉原宗彦理事（同、東京加工紙㈱）、東 勇一理事（関
東プラスチック印刷協組、㈱トーショー）、市村清一理事（埼玉県グラビア協組、㈱ダイト
ー）、浮田信也理事（東海グラビア印刷協組、大和産業㈱）、奥田拓己理事（関西グラビア協
組、㈱北四国グラビア印刷）、賀谷真尚理事（北陸グラビア協組、賀谷セロファン㈱）、袖山
髙明専務理事、村田英雄顧問の16名、関グラ協組からは橋本 章理事（橋本セロファン印刷
㈱）、小林直人理事（八潮化学㈱）、諸石武士理事（日本パッケージング㈱）、村野 剛理事
（信和産業㈱）、佐藤裕芳監事（㈱千代田グラビヤ）の 5名、計21名。しばし黙食でのランチ
を楽しんだ後、午後 0時45分より以下のような議題審議に入った。
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します」との言葉があった。関連記事は、先月号

の13～19頁をご参照いただきたい。

　なお、橋本理事からは、各単組の理事に、環境

に対する取り組みを積極的に行っている組合員工

場があれば、第21回にエントリーするようお願い

したいとの依頼があった。

2．IGAS2022の展示企画
　今年11月24日（木）～28日（月）に東京ビッ

グ サ イ ト で 開 催 さ れ る IGAS（International 

Graphic Arts Show）2022において、東6ホー

ルに、「JFPI ＋10団体紹介ブース」「10団体フリ

ースペース」が設けられ、全グラ展示ブースが設

けられるので、期間中、ブースを訪れてほしいと

の PR があった。

3．グリーンプリンティング（GP）認定制度
　山下雅稔理事より、2022年 9

月8日（木）にプレス発表された

「2022グリーンプリンティング

（GP）認定制度3賞決定」につい

て、「パッケージ印刷の部」は昨年

から独立して設けられ、今回、GP 環境大賞に㈱

あわしま堂、GP 環境準大賞に国分グループ本社

㈱、㈱旬彩デリ、竹下製菓㈱、プレミアアンチエ

イジング㈱、㈱マルキン海産、レインボー薬品㈱

の6社が受賞するが、昨年に比べ、今年は GP マ

ークの表示が4～5倍に増えているとの説明があ

り、GP マーク表示のメリットがユーザー業界で

も認識され始めていることを実感。また、山下理

事は、GP マーク普及大賞の「グラビア・シール・

スクリーン印刷部門」では、GP マーク普及大賞

に昨年に引き続き北四国グラビア印刷が、GP マ

ーク普及準大賞にはやはり昨年に引き続き巧芸社、

東包印刷の2社に加え、賀谷セロファンが新たに

加わり3社が輝き、理事会に出席していた、北四

国グラビア印刷の奥田拓己代表取締役社長、賀谷

セロファンの賀谷真尚代表取締役会長、東包印刷

の安永研二代表取締役に、GP マーク普及に対す

る感謝の念を伝えたところ、巧芸社の山下雅稔相

談役への感謝も込めた盛大な拍手が沸き起こった。

　関連して、国分グループ本社と、「一般印刷の

部」で GP 環境大賞を受賞した㈱ホテルショコラ

が、それぞれに、受賞したことをプレス発表した

ことの紹介もなされた。

　なお、GP 環境大賞・GP マーク普及大賞・GP

資機材環境大賞の受賞式の記事は、今月号の18～

21頁を参照いただきたい。

4．外国人技能実習評価試験
　「グラビア印刷技能実習評価委

員会」の委員長を務める竹下晋司

副理事長から、「協同組合共栄

（2006年に大阪共栄包装事業協同

組合として設立。2008年に共栄に

組合名を変更）の関係先の㈱共新（大阪）が、大

学の研修所のようなところを買い取り、その中の

一画にグラビア印刷の集団試験ができる場所を確

保したが、そこに設置する試験用の機械の発注を

したいので承認をいただきたいとの提案があり、

全会一致で承認された。

　また、監督者講習会を2022年10月21日（金）

にZoom開催する案内があった。この講習を受け、

実技演習を受けて監督者認定登録となる。

5．印刷産業における取引改善等に関する検討会
　「印刷産業における取引改善等

に関する検討会」の委員を務める

諸石武士理事から、2022年 8 月

末に開催された第1回検討会につ

いて報告があった。
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6．その他
　2022年9月2日に開催された「第1回持続可能

な物流の実現に向けた検討会」では、「送料無料」

に関するやり取りがあった。当日は詳しく紹介で

きなかったので、正確を期すため、公開動画より、

該当部分の文字化したので、ここで紹介したい。

　「消費者としてこの問題を考えていることを3点

お伝えしたい。

（1）物流業務そのものの見える化について
　日中は宅配便、夜間は大型トラックやコンテナ

トレーラーが日本全国で活動している様は目にし

ているが、そこで発生する労働に対する認識は薄

く、今の便利な暮らしが、こうした輸送業務で成

り立っているという実態に、大部分の消費者が無

関心なのは問題。また、E コマースなど、B2C の

取引においては、顧客囲い込みのキラーワードで

ある「送料無料」という表現があるが、消費者に

社会を誤認させる言葉で、『送料はどこどこが負

担』という表示に改める、それだけでも、社会に

対する明確なアピールになるのではと思う。

　人が介在し、労働が発生し、車輌や燃料や梱包

材などが消費されているのに、それを無料と表現

することは、物流業界で働く人たちやその労働を

ないがしろにするものではないかと感じている。

また、不在の際には多くは再配達となるが、再配

達にも原則追加料金は発生しない。消費者は早く

確実な配達を望んでいるのは事実だが、確実には

譲れないにしても、皆が早くを求めなくてもいい

のでは、そうしたビジネス上の工夫も今後は必要

ではないか。

（2）�産業や生活を支える物流費用対価について
　様々な施策の実行には相応の費用が必要と思う

が、そこへのコミットメントが弱いのではないか

と感じた。現状では生活物価が高騰し、既に生活

用品や食料品のメーカーは企業努力だけではコス

ト吸収ができずに、販売価格への転嫁が進んでい

るし、電気料金にも燃料調整費という原料価格に

スライドして認可上限まで値上げできる仕組みが

あるが、サプライチェーンの中で主役になりにく

い物流事業者が今後の効率化や省エネ化に向けた

事業展開に向けて、その財源をどこから獲得する

かについての言及が弱いのでは。

（3）荷主の意識を本気で変える施策はあるのか
　国交省を始め各省庁では、課題解決のためにい

ろいろな施策を打ってきているが、大きな転換に

は至っていないのが現状と認識している。そこで、

サプライチェーンの内部だけでなく、外部からの

圧力として、GHG（温室効果ガス）削減を上手く

活用できないかと考えている。今、政府内に、カ

ーボンニュートラル実現のための、GX 実行会議

が立ち上がっていて、足元ではカーボンプライシ

ングなど、実効性のある経済的施策が打ち出され

て来ようとしている。従来のトラック中心の陸上

輸送については、スコープ3の視点を反映した、

コーポレートガバナンスコードによる説明責任が、

今後、間違いなく求められると思うし、発荷主・

着荷主にとっても、そうしたサプライチェーンを

担う物流への GHG に対するコミットメントを避

けることができないという状況、環境変化を上手

く活用できないかと考えている」

　「送料無料だとか物流事業者のコスト転嫁の話は

……B2Cの一番大きな会社が、もう運べないよと

いう制約を出そうとし始める。大手のAmazonと

か EC 事業者に対し、そうした対応をし始めるの

で、そういうところを応援してあげないといけな

い。出来ないということに対して消費者が、早く

持ってきてくれというなら『金払え』という話だ

と思うので、金を払わないと無理なんだというカ

ルチャーをここ2、3年で作ることを国としても

援護しないといけないと思う」
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　関西グラビア協同組合青年部は、2022年 9 月30日（金）、22名参加のもと、京料理「一子相
伝なかむら」にて 3年ぶりとなる青年部親睦交流会を開催しました。

　次世代を担う関西グラビア協同組合青年部の親

睦交流会のコンセプトは「一流のもの、本物に触

れる」ことです。その中で感覚を高め、洞察力を

身に付けることが出来ると考えています。

　新型コロナウイルス感染拡大防止により2年連

続中止となった青年部親睦交流会。3年ぶりの開

催ということで親組合理事から

の提案・紹介もあり、12年連続

ミシュランガイド京都において

★★★獲得の「一子相伝なかむ

ら」にて行うこととなりました。

当日は参加者多数のため二部屋

に分かれ、行き来する形での開

催となりました。

　冒頭、堀川 孟青年部副部長

（日新シール工業㈱）から開宴挨

拶があった後、関西グラビア協

同組合の竹下 晋司理事長（㈱

ダイコー）の乾杯の発声により、

江戸時代後期創業の200余年に

渡り代々受け継がれてきた歴史

ある建物での食事が始まりまし

た。

　一年を通じ必ず提供される白味噌雑煮。女将さ

ん曰く、香ばしく焼いた丸餅に忍辛子を添え、白

味噌を水だけで練り上げるとのこと。見た目はシ

ンプルの一言。熱々の汁をゴクリと口に含んだと

関西グラビア協同組合青年部

3年ぶりの親睦交流会を開催

たん、そのシンプルな材料からは想像できなかっ

た深い味わいに皆が「う～ん」と唸りました。こ

の白味噌雑煮は屋号ともなっている「一子相伝」

（自分の子ひとりだけに奥義を代々伝えること）に

より現在の六代目が受け継いでいるとのこと。シ

ンプルな材料ゆえに女将さんも何度か挑戦したそ

うですが、水っぽいお汁にしかならなかったとお

っしゃっていました。

　一子相伝なかむらのもう一つの名物がグジ（甘

鯛）の酒焼き。グジは3つの漁港からその日一番

良いものを仕入れるのだそう。皮と身の間の脂の

うま味を引き出すよう丁寧に焼き上げられたグジ
堀川 孟青年部副部長

による開宴の挨拶

乾杯の発声を務めた
関西グラビア協同組
合の竹下 晋司理事長

一子相伝の白味噌雑煮

名物グジの酒焼き
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に新しい創造を加えた唯一無二

の魅力を堪能した3時間でした。

　最後は、森脇青年部副部長の

中締め挨拶と一本締めにより3

年ぶりの青年部親睦交流会は無

事に終了しました。
中締めの挨拶をする
森脇青年部副部長

が大皿に盛られ部屋に入ってきた瞬間、香りだけ

で「うまい！」と言ってしまうような香ばしさが

部屋中に広がりました。身を食べ終えお皿に残っ

た骨と皮に昆布出汁を注いで味わう汁は滋味深く、

素材の持ち味を最大限に引き出したシンプルなが

ら丁寧な仕事ぶりに驚くばかりでした。

　最後の甘味は一転、洋を思わせるカスタードソ

ースと一緒にいただく甘煮リンゴ。古い伝統の中

集合写真（撮影時のみマスクを外しています）
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　防災科研は地震、津波、火山、豪雨、土砂、雪

氷などあらゆる自然災害に関する実験、各災害の

情報収集・発信、民間企業との開発などを通して、

災害の「予測」「予防」「対応」「回復」の各段階で

多岐にわたる活動をしています。今回は災害実験

などの紹介映像を視聴後、東京ドーム6個分の広

大 な 敷 地 内 に あ る 大 型 耐 震 実 験 施 設 や 最 大

300mm までの雨を降らせることができる大型降

雨実験施設などを見学しました。

　防災科研は世界1位と2位の大型耐震実験施設

を有しており、つくば市にあるものは世界2位の大

きさを誇る施設とのことです（世界1位は兵庫県に

ある防災科研のEディフェンス）。国内外の民間企

業や自治体などからの要望を受け、数十万～数千

万円の費用をかけて実験を行ったりするそうです。

　大型降雨実験施設では民間企業の実験中だった

ために実際に施設が稼働しているところを見るこ

とができませんでしたが、車の自動運転のレーダ

ー技術やドローンなどのテストをしているそうで

す。建物自体が毎分1m で最長370m 移動するこ

とができ、風なども含めて雨天の状況を再現でき

るようになっていました。

関東グラビア協同組合青年部

防災科研・森林総研を見学

� 報告者：関東グラビア協同組合青年部
� 東京加工紙㈱ 営業部 営業課　滝下　慧

　2022年10月14日（金）、関東グラビア協同組合青年部は茨城県つくば市にある防災
科学技術研究所（以下、防災科研）と森林総合研究所（以下、森林総研）を見学しました。

　森林総研では『再生可能な木質資源から造る、

プラスチック、燃料、お酒まで』というタイトル

の講義を受けてきました。木質（植物）資源は地

球上でもっとも多量に存在するバイオマス資源で、

日本は国土の3分の2を森林が占めており、日本

の森林蓄積量は増加しているようです。利用され

ずに放置された森林が増えると成長量が減ってし

まうため、森林資源の有効な活用技術開発が必要

とのことです。

　そんな話から始まった講義は、木材の成分や構

造の説明、成分の分離技術（湿式ミリング処理）、

またそのような技術から抽出された成分を微生物

発酵させることで様々な物質へ変換…など多くの

防災科研で説明を受ける参加者
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研究成果を聞くことができました。最後には木か

ら造ったお酒の紹介があり、樹齢○○年の木から

お酒を造ったら、○○の木からお酒を造ったらな

ど、木のお酒の魅力を知ることができました。

　実際に様々な木から造ったお酒の香りを体験す

ることができ、参加者は木からできたお酒のロマ

ンに酔いしれていました。

　近年、世界中で発生している自然災害、世界で

取り組む SDGs など、誰もが当事者となっている

大きなテーマへの挑戦、またはその考察を深めるき

っかけになるような活動を今後も続けていきます。 木のお酒の香りを体験



組合員・単組の近況
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　関西グラビア協同組合の竹

下晋司理事長の開会挨拶の

後、「どうつくる？持続可能な

社会～新型コロナと SDGs

～」をテーマに、室山哲也様

の公演が始まりました。

　講 師 を 務 め た 室 山 様 は

NHK の「ウルトラアイ」などの科学番組ディレク

ター、「クローズアップ現代」「NHK スペシャル」

のチーフプロデューサー、解説主幹をされていた

経歴があり、NHK定年後は日本科学技術ジャーナ

リスト会議会長、大正大学客員教授、東京都市大

学特別教授等を歴任されご活躍されています。

　 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（SDGs）が注目される中、な

ぜSDGsを地球全体で取り組

まなければいけないかという

根本的な理由や、地球規模で

様々な問題があるが全ての底

流はつながっており、エネル

ギー問題など実際に日本ではどういった解決法が

関西グラビア協同組合・青年部

第16回関西グラビア協同組合
経営セミナーを開催
� 報告者：関西グラビア協同組合青年部
�  富士機械工業㈱　手嶋正彦

　関西グラビア協同組合・同青年部主催の第16回経営セミナーが、2022年10月19日
（水）午後6時～ 7時30分、参加者32名にてマイドームおおさかで開催されました。

考えられるかを含め、多岐にわたってご講演いた

だきました。

　地球温暖化、新型コロナウイルスを含む新種の

感染症蔓延など様々な問題があるが、その起点は

産業革命以来の地球上の人口爆発や無計画な開発

により、地球の様々なバランスが崩れたことにあ

ります。そのことにより人類はすでに地球1.7個

分の資源を消費しており、持続可能な生産力、地

球1個分の消費にすることが必要不可欠です。地

球温暖化により利益のある地域、損失を被る地域

があり、それら利害関係により人類一丸となって

前進することはとても困難だが、近江商人の「売

り手よし、買い手よし、世間よし」の三方よしの

精神で進まなければいけない。各個人が自分の立

ち位置でできることを実行することが問題解決に

つながるとのお話は非常に勉強になったとともに、

自身の責任を考えると身の引き締まる思いです。

　現在の環境への取り組みは今後10年～15年の間

では結果は現れず、2100年の子供・孫の時代に確

実に大きな影響が出るとの事で、私自身、次世代

にクリーンな地球環境というバトンをつなげるこ

挨拶をする竹下理事長

室山哲也先生
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とができるよう、日々行動していきたいと思いま

す。

　最後に今回の講師であります、室山哲也様なら

びに講演の準備をいただきました関係者の皆様に

厚く御礼を申し上げます。

会場の様子

 IGAS2022に「日印産連・10団体連携ブース」を出展
　11月24日（木）～28日（月）まで東京ビッ
グサイトで開催される「IGAS2022」に、（一
社）日本印刷産業連合会と全国グラビア協同組
合連合会をはじめとする10団体が共同で、
JPEX（Japan Printing Exhibition）ブースお
よび日印産連・10団体連携ブースを東6ホール
に出展する。
　小間番号「6－13」のブースでは、日印産連
と10団体の連携のもと、PR展示とコラボ展示
の2つの構成で企画展示を行い、PR展示では
10団体の目的や特徴、挑戦している姿勢など、
様々な活動を紹介する。コラボ展示では、本を
読まなくなった若者たちに、どうしたら本を読

んでみたくなるのか、「未来の読者をつくる仕
掛けづくり」という武蔵野美術大学の学生の産
学連携テーマのアイデアをもとに、「印刷技術
で本をReデザインする」をコンセプトにした
プロトタイプの作成を行っている。WGメンバ
ーの8社と試作品づくりを行い、「つなぐ本」「か
くす本」「さわる本」「まげる本」「かざる本」の
5つのプロトタイプを制作した。
　JPEXブースは小間番号「6－15」に設営さ
れ、カレンダー、カタログ、造本装幀、パッケ
ージ、シールラベルなどの各分野におけるコン
クールの優秀作品を中心に展示を行う。
　来場の際には、ぜひ足をお運びください。　

 日印産連、第21回印刷産業環境優良工場表彰の募集開始
　（一社）日本印刷産業連合会は、第21回印刷
産業環境優良工場表彰の第1次審査の応募工場
を2022年11月18日（金）～23年1月31日
（火）まで募集する。
　第1次審査を通過した工場は、第2次審査［募
集受付期間2023年2月20日（月）～4月7日
（金）］の応募資格を得る。なお、過去受賞工場

は第2次審査から応募可能。また、従業員規模
29人以下の事業所（企業全体で49人以下）を
対象に、環境配慮を促進することを目的に小規
模事業所部門を設置し、表彰する。表彰式は、
2023年9月印刷の月・記念式典（2023年9月
13日（水）・ホテルニューオータニ）にて行わ
れる予定。



大企業・親事業者による
長時間労働の削減等の取組が、
下請等中小事業者に対する
適正なコスト負担を伴わない短納期発注、
急な仕様変更などの「しわ寄せ」を
生じさせている場合があります。
大企業等と下請等中小事業者は共存共栄！
適正なコスト負担を伴わない
短納期発注や急な仕様変更などはやめましょう！

11月は
「しわ寄せ」防止
キャンペーン
月間です。

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

しわ寄せ防止
特設サイト
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「しわ寄せ」防止

https://work-holiday.mhlw.go.jp/shiwayoseboushi/

しわ寄せ防止特設サイト
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大企業等と下請等中小事業者は共存共栄！

（R4.10）

適正なコスト負担を伴わない短納期発注や
急な仕様変更などはやめましょう！

　厚生労働省が所管する「労働時間等設定改善法（平成4年法律第90号）」に基づき、事業主の皆様は、他
の事業主との取引において、長時間労働につながる短納期発注や発注内容の頻繁な変更を行わないよう配
慮する必要があります。長期間にわたる特に過重な労働は、過労死等の発症に影響を及ぼすおそれがあると
言われており、取引先の労働者の健康障害防止のためにも必要です。
　他の事業主との取引を行うに当たって、次のような取組が行われるよう、社内に周知・徹底を図りましょう。

経済産業省・中小企業庁が所管する「下請中小企業振興法（昭和45年法律第145号）」に基づ
く「振興基準」には、親事業者と下請事業者の望ましい取引関係が定められています。

●やむを得ず短納期発注や急な仕様変更などを行う場合には、残業代等の適正なコストは親
事業者が負担すること。

●親事業者は、下請事業者の「働き方改革」を阻害する不利益となるような取引や要請は行わないこと。

　親事業者は、取引対価の見直し要請があった場合には、人手不足や最低賃金の引き上げなど
による労務費の上昇について、その影響を反映するよう協議すること。

●親事業者は、継続的な取引を行う下請事業者に対して、安定的な生産が行えるよう長期発注
計画を提示し、発注の安定化に努めること。

●発注内容を変更するときは、不当なやり直しが生じないよう十分に配慮すること。

① 週末発注・週初納入、終業後発注・翌朝納入等の短納期発注を抑制し、
　 納期の適正化を図ること。
② 発注内容の頻繁な変更を抑制すること。
③ 発注の平準化、発注内容の明確化その他の発注方法の改善を図ること。

③ 対価には、労務費が上昇した影響を反映しましょう!

① 親事業者も下請事業者も共に「働き方改革」に取り組みましょう！

例えば… ●無理な短納期発注への納期遅れを理由とした受領拒否や減額
　　　 ●親事業者自らの人手不足や長時間労働削減による検収体制不備に起因した受領拒否や支払遅延
　　　 ●過度に短納期となる時間指定配送、過剰な賞味期限対応や欠品対応に起因する短いリードタイム、
　　　　　適正なコスト負担を伴わない多頻度小口配送
　　　　●納期や工期の過度な年度末集中

② 発注内容は明確にしましょう!

■労働時間等設定改善法については、都道府県労働局 雇用環境・均等部（室）にご相談ください。

11月は「過労死等防止啓発月間」です。
同月間に「過重労働解消キャンペーン」も実施します。

過重労働解消相談ダイヤル　令和４年11月5日（土）9:00～17:00　　　０１２０-７９４-７１３
※11月5日以外でも、各労働基準監督署、労働条件相談ほっとライン（　　 0120-811-610）で相談できます。

■中小企業の取引上の悩み相談は、下請かけこみ寺 　　 0120-418-618 にご相談ください。
　（受付時間）9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 17:00（土日・祝日・年末年始を除く）携帯電話・PHS からもご利用いただけます。
　お近くの「下請かけこみ寺」につながります。

11月5日（土）には「過重労働解消相談ダイヤル」を設置し、都道府県労働局の担当官による特別労働相談を実施します。
過重労働解消
キャンペーン

172022.11
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　表彰式の開催にあたり、日

印産連の北島義斉会長が次の

ような挨拶を述べました。

　「コロナの影響が続く中では

ございますが、皆様方のお力

添えの下、表彰式をリアルで

開催できますことに、深く感

謝を申し上げます。改めまして、GP 認定制度を

紹介します。2001年に環境配慮の社会的要求に応

えるため、業界団体主導による環境自主基準、印

刷グリーンサービス基準を制定して、2006年にこ

の基準を達成した印刷工場、印刷製品、印刷資機

材を証明、認定する制度をスタートしました。本

年で16年目を迎え、現在までに、認定工場は全国

で439工場となりました。2015年には地球環境へ

の負荷低減に熱心に取り組まれ、GP 認定制度へ

の深い理解と積極的活動をされている企業・団体

を表彰する GP 環境大賞を創設しました。また、

GP マークを積極的に提案している工場を表彰す

る GP マーク普及大賞と GP 資機材認定製品を多

く提供されているメーカーを評価、表彰する GP

資機材環境大賞を加えまして、本日は36の企業・

団体を表彰させていただきます。

　環境に配慮した印刷工場についてさらなる認知

と普及を図るために、2016年には GPPR 大使を

創設しました。初代の大使として、放送作家、脚

本家として活躍されている小山薫堂様にご就任い

ただき、普及拡大に努めてまいりました。

　GP 認定制度の基準は、近年、社会の共通目標

となっている SDGs の各ゴールとターゲットにも

連動すると考えていまして、顧客企業からの GP

認定工場への印刷発注はサプライチェーンを通じ

たSDGsの達成に寄与するものと確信しています。

　日印産連はこうした取り組みによって地球環境

保全をさらに推進してまいりたいと思います。本

日受賞された皆様や関係各位におかれましては、

今後も GP マークの普及を通じて環境負荷のさら

なる低減や SDGs の達成にお力添えをいただきた

GP環境大賞等表彰式

グラビアでは、北四国グラビア印刷、
賀谷セロファン、巧芸社、東包印刷
の4社が受賞

　（一社）日本印刷産業連合会（日印産連）は、2022年10月19日（水）午後 4時から、東
京・DNP五反田ビル・ホールにおいて「GP（グリーンプリンティング）環境大賞等表
彰式」を執り行いました。2022年のGP環境大賞・準大賞、GPマーク普及大賞・準大
賞、GP資機材環境大賞を受賞した36企業・団体が出席しましたが、全グラからは、GP
マーク普及大賞グラビア・シール・スクリーン部門の大賞に㈱北四国グラビア印刷が、
準大賞に賀谷セロファン㈱、㈱巧芸社、㈱東包印刷が受賞の栄に浴しました。

北島義斉会長
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いと思います」

36企業・団体が受賞
　今年の各賞の受賞者は以下の通りです。

■ GP 環境大賞ゴールドプライズ

　東京都

■ GP 環境大賞［一般印刷の部］

　あいおいニッセイ同和損害保険、ジェイアール

東日本企画、東武鉄道、ホテルショコラ

■ GP 環境大賞［パッケージ印刷の部］

　あわしま堂

■ GP 環境準大賞［一般印刷の部］

　恩賜財団済生会、日本航空、ホンダカーズ横浜、

ホンダコムテック、東京都三鷹市

■ GP 環境準大賞［パッケージ印刷の部］

　国分グループ本社、旬菜デリ、竹下製菓、プレ

ミアアンチエイジング、マルキン海産、レインボ

ー薬品

■ GP マーク普及大賞［オフセット印刷部門］

　NTT 印刷、笠間製本印刷、六三印刷

■  GP マーク普及大賞［グラビア・シール・スク

リーン印刷部門］

　北四国グラビア印刷

■ GP マーク普及大賞［製本・表面加工部門］

　NACAMURA

■ GP マーク普及準大賞［オフセット印刷部門］

　伊藤印刷、岩岡印刷工業、大川印刷、精英堂印

刷、太陽堂印刷所、谷口印刷、文伸、丸正印刷、

稚内印刷

■  GP マーク普及準大賞［グラビア・シール・ス

クリーン印刷部門］

　賀谷セロファン、巧芸社、東包印刷

■ GP 資機材環境大賞［資材部門］

　コダック

■ GP 資機材環境大賞［機材部門］

　コニカミノルタジャパン

東京都が環境のトップランナーとして
　ゴールドプライズを受賞した東京都からは小池

百合子都知事が登壇し、次のような挨拶を述べま

GP 環境大賞・準大賞を受賞した皆さん
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した。

　「このたびは都の印刷物にお

ける環境配慮の取り組みを評

価いただき GP 環境大賞ゴー

ルドプライズを頂戴しました。

誠にありがとうございます。都

は環境についてトップランナーであるべきだと常々

考えています。GDP の2割を占める東京都がどの

ような考えの下に様々な発注を行うかは、国全体に

も大きな影響を与えるものだと、その責任を感じな

がら発注し、表彰いただいたことを大変うれしく思

います。

　ちなみに、私は環境大臣として2005年にクール

ビズを始めて、地球環境、気候変動に対してまず

は意識を変えていきましょうと、マインドセット

ということで大変衝撃をもたらした制度を始めま

した。それだけではなく、VOC 対策、大気の関

係、フロンの問題や VOC 対策として印刷物、ま

さに皆様の業界、塗装業界の皆様に大変ご協力い

ただいたきました。

　こうした制度を設け、それに皆様にご協力いた

だいて、そして今度は私が表彰を受けるというこ

とは、まさにマッチポンプのような気がしないで

もございませんが、一人一人が主体性を持って環

境負荷低減に努めることが一番重要なことではな

いかと思っており、それを都民、事業者が連携し

て行うことが非常に大きな成果につながっていき

ます。それぞれがどのような対策を練っていくの

かは地球全体の話につながっていきます。

　業界の皆様方には、原材料の調達については円

安も相まってとても厳しい、ましてや電力が厳し

い状況です。厳しい冬に向かっていく中で皆様に、

HTT（H：エネルギー資源を使うことを減らす、T：

太陽光発電などで電力資源を創る、T：エネルギ

ーを貯める）の協力をお願いし、乗り切っていき

たいと思います。気候、エネルギー、食料、様々

な危機がありますが、むしろピンチをチャンスに

GP マーク普及大賞・準大賞を受賞した皆さん

GP 資機材環境大賞を受賞した皆さん
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変えるタイミングにしていきたいと思います。こ

れからも地場産業である印刷業界がますます元気

でありますことを心から祈念申し上げて、私から

の御礼の言葉とさせていただきます」

使い手を巻き込んだ仕組みでさらに良い未来へ
　続いて、受賞者を代表して東京都三鷹市の河村

孝市長、ジェイアール東日本企画の早坂 玲首都圏

統括支社長、GPPR 大使の小山薫堂氏が次のよう

な言葉を述べられました。

◦東京都三鷹市　河村 孝市長

　「準大賞をありがたくいた

だきましたが、代表して一言

ご挨拶申し上げます。三鷹市

はまだまだこれからだと思っ

ていたので、今後の未来を期

待されて『がんばれ』と言わ

れている賞だと思いました。これから地域の皆さ

んと一緒に様々な環境に対する努力をしていかな

いといけないと考えます。三鷹市は10月に、小池

都知事、環境省の皆さんと一緒に『星空の街・あ

おぞらの街』全国大会を開催しますが、まさに未

来にわたって大気汚染を少しでも減らしていきた

いと宣言をするつもりで開催を引き受けました。

皆さんも印刷業を通して、三鷹市も印刷を発注す

る立場としてしっかり、環境問題を街づくりの真

ん中において頑張っていき、皆さんと一緒に実績

を作り上げていきたいと思います」

◦ ジェイアール東日本企画　早坂 玲首都圏統括

支社長

　「当社は2006年度に環境に

配慮するということで GP 認

定制度が始まった際、岩岡印

刷工業様のご尽力とご指導の

下、親会社であるジェイアー

ル東日本の宣伝物のパンフレ

ット等に何かできないかということで、パンフレ

ットの一部に GP マークを印刷させていただいて

今日に至っています。また、2015年度にGP環境

大賞が創設された際に第1回の大賞を受賞させて

いただき、それ以降、7年にわたって準大賞を5

回、環境大賞を3回と受賞させていただいおりま

す。本当にありがとうございます。

　各種宣伝物等、紙媒体がまだまだ残っている中

で、昨今言われている環境配慮、SDGs への対応

等については各企業で対応していると思いますが、

当社もパンフレット1つとは言え、微力ながら今

後も未来に向けて微力ながら皆様とともに協力さ

せてもらいながら取り組んでいきたいと思います。

本日はありがとうございました」

◦小山薫堂 GPPR 大使

　「本日は、受賞された皆様、

誠におめでとうございます。

GPPR 大使を7年間務め、改

めてクライアントと製造者を

一緒に表彰するこの賞の素晴

らしさを感じました。SDGs

に『つくる責任 つかう責任』という目標がありま

すが、まさに作り手と使い手が手を組んで同じ方

向を向く賞だと思います。1つの業界を変えてい

くときに、1つの賞を設定したことによってみん

なが同じ方向を向き始め、そこに使い手も巻き込

み同じ未来に向かっていく仕組みは、様々な業界で

利用すべき制度だと思いました。GP環境大賞が印

刷業界だけにとどまらず、他の様々な業界で同じ

ような試みが広がっていけばもっと良い未来に向

かっていくのではないかと思いました。そのため

にも GP 環境大賞のこれからのますますのご発展

を祈念しております」

　なお、表彰式終了後には小山氏と写真家のハー

ビー・山口氏による「印刷と私」トークショーが

開催されましたが、その模様は次号で紹介します。
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MURATA顧問の展示会散歩
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MURATA顧問の展示会散歩
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MURATA顧問の展示会散歩
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MURATA顧問の展示会散歩




